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Fischer 344ラットに胃ゾンデ を用いて グリシドール
を0， 37ふ57mg/kg体重/日x 5日/週x 103週反復経
口投与した場合 ， 雄 で は精巣鞘膜 の中皮腫(3/49，
34/50， 39/47 ; p く0.01)， 脳 グ リア細 胞 腫 (0/46，
5150， 6/30 ; pく0.01)， 前胃 腫蕩(良性+悪性)(1/46， 
2150， 6/32 ; p く0.05)， 小腸腫蕩(良性+悪性)(0/47， 
1150， 4/37 ; p く0.05)， 乳 腺腫蕩(良性+悪性)(3/45， 
8139， 7/17 ; p く0.01)， 皮膚腫蕩(良性+悪性)(0/45， 
5/41， 4/18 ; p く 0.05)， 甲状腺 がん (1/46， 4/42， 
6/19 ; p く0.01)およびジンバル 腺腫蕩(1/49， 3/50， 
6/48 ; p く0.05)の発生が増加した. また雌 では脳グリ

ア細胞腫(0/49， 4146， 4/46 ; p く0.01)， 陰核腺腫蕩
(良性+悪性)(5/49， 9147， 12/45 ; pく0.05)， 前胃 腫

蕩(良性+悪性)(0/47， 4138， 11/30 ; p < 0.01)， 白
血 病(13/49， 14/44， 20/41 ; p く0.05)， 乳 腺腫蕩(良

性十悪性)(14/50， 34150， 37/50 ; p く0.01)， 口腔内
腫蕩(良性+悪性)(1/46， 3137， 7/26 ; p く0.01)の
発生が増加した2，3)

ゴールデンハムスターに胃ゾンデ を用いて グリシドー
ル を0， 約100mg/kg体重/日x 2日/週x 60週反復経
口投与した実験で は ， 血 管肉 腫 の 発生が雄(0/12，
2119 ; p く0.3)， 雌 (0/12， 4120 ; p く0.2) ともに増
加する傾向が認められた4)
5. 職業性がん の疫学

報告は入手出来なかった.
6. 変異原性

Sg叩ix添加の有無にかかわらずAmes試験(例えば
National Toxicology Program2) ， 大腸菌 を用いた試験 5)，
培養細胞を用いた 染色体異常および姉妹染色分体交換試
験(例えばNational Toxicology Program2)はいずれも
陽性である.
7. 発がん性分類の提案

職業性がんの疫学調査については報告がないが， 動物
実験では 3種の実験動物で明らかな発がん性が検出さ
れ ， 変異原性試験でも陽性の結果が報告されている. こ
れらの所見はグリシド}ルが強い反応性を持つエポキシ
化合物であることと良く対応している.

従って同様に反応性の高いエポキシ化合物であ るエチ
レンオキシドとの類似性から， グリシドールを第2群A

に分類す ることが妥当と考えられ る. 因みにエチレン オ
キシドの場合には高濃度 曝露を受けたと推定される作業
者の末梢血リンパ球から強い変異原性を示す所見が得ら
れており， エチレンオキシドは第1群に分類されている
が， グリシド}ル の場合 にはこれに対応する所見は報告
されていない.
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1，2・ジブロモエタン

C2H4Br2 
[CAS No. 106・93-4]

発がん物質分類 第2群A

L 別名:エチレンジブロミド
2. 外観:甘味のあるクロロホルム様の臭いを持つ無色

の液体. 分子量187.86
3. 用途:農産物爆蒸剤， 有機合成原料， 溶剤
4. 実験動物における発がん性
1) 吸入実験

雄・ 雌のFischer 344ラットを本物質(純度99.3"""'
99.4 %) 0， 10， 40 pp mに6時間/日X5日/逓x 88ない
し 106週反復 曝露した実験では， 雌・雄の鼻腔の腺がん
およびその他のがん〔例えば腺がん は雄 で 0/50， 20/50， 
28/50， 雌で0150， 20/50， 29/50J， 雌・ 雄 の循環器の
血 管肉腫 ， 雌の乳腺線維腫などが 曝露濃度に対応してか
っ有意に増加した. 同じ曝露条件でB6C3F1マウスを曝
露じた場合には， 肺~気管支 のがん(雌・雄とも)， 循
環器の血管肉 腫(雌 のみ) ， 皮下線維肉腫(雌 のみ)， 乳
腺腺がん(雌 のみ) など の発生が濃度に対応してか つ 有
意に上昇した1)

雌・雄のSp rague-Dawleyラットを本物質 0， 20ppm 
に7時間/日x 5日/週x 18カ月反復曝露した実験 では，
牌臓 の血管肉 腫(雄 10/48， 雌6148)の発生が対照群

(0/48， 0/48)に比して 増加し， また雄では皮下腫蕩
(11/48， 対照群3148)， 雌では乳 腺腫蕩(25/48， 対照

群 2/48) の増加が観察された2)

2)経口投与
雌 ・ 雄 の Osborne-Mend elラットに本物 質(純度

99.1 %) を 胃ゾンデ を用いて 0， 38， 41 (雄 )， 37， 39 
(雌 ) mg/kg X 1回/日X5日/週X36-57週反復投与し，

そ の後2-13週観察した実験 では， 前胃 の扇平上皮がん
が雄 で は 0/20， 45/50， 33/50， 雌 で は 0120， 40/50， 
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29/50 と投与群に高頻度に発生した. また雄では牌の血
管肉腫の発生が 0/20， 10/50， 3/49 と低用量群で増加し
た3)

3) 皮膚塗布
Ha : ICR Swissマウス(性別不明)に本物質を0，

25， 50 mg/頭x3回/週×約170回反復 皮膚(剃毛背面)
塗布した実験では， 投与群で肺の乳 腺腺腫 発生が上昇し
た(30/100， 24/30， 26/30) 4) • 

5. 職業性がんの疫学
小麦粉製粉作業者で非ホジキンリンパ腫 〔オッズ比

4.2 (95%信頼区間下限1.2)Jおよび障がん[2.2 (1.1) J 
の発生が上昇していた との報告がある5)が， その作業
では本物質を含む殺虫剤が高頻度 に使用され ていたが本
物質の使用の詳細についての情報に欠け ， 従って本物質
曝露 との因果関係 は明らかでない.
6. 変異原性

Ames試験およびE. Coliを用いた変異原性試験では
Sg・mlXの有無にかかわらず陽性(例えばRannug et al.6) 

Stolzenberg and Hine7) Mohn et al.8) Dunkel et al. 
g) ， 

CHOを用いた 染色体異常試験および姉妹染色分体交換
試験でもSg-mixの有無にかかわらず陽性(例えばIvett
et αJ.10). 

7. 発がん性分類 の提案
職業性がん疫学の所見 はなお不十分であるが， 実験動

物を用いた 発がん実験ではラット・マウス とも明らかな
発がん性を示し， 試験管内での変異原性試験でも明らか

な陽性を示す. 従って本物質を第2 群Aに分類 するこ
とを提案す る.
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ダイレクトブラウン95

C31HlSCuN6Na209S 
[CAS No. 16071-86・6]

発がん物質分類 第2群A

1. 別名: C.I. 30145 
2. 外観:褐色の粉末. 分子量760.1
3. 用途:繊維類 ， 紙， 皮革などに用いる染料
4. 実験動物における発がん性

雌雄のFischer 34 4ラットに本物質〔純度72.2% (ベ
ンジジン含有量0.004%以下) ;主な不純物は食塩15%
と水5%Jを飼料に添加(0， 190， 375， 750， 1，500， 
3;000 ppm)して経口投与し， 投与開始後13週目に屠殺
検索した実験では， 1，500 ppm群および3，000p pm群の
全個体が実験途中で死亡した〔肝障害(門脈系周辺の線
維化など) ， リンパ腺・骨髄組織の萎縮， 糸球体腎炎等
が主症状J. 1，500 ppm群の雌で は 4/8に肝の腫蕩 が発生
し， うち1 例 は肝細胞がんであった. また雌では肝に好

塩基性病巣 あるいは細胞変性を示す病巣が750ppm群
で3/10， 1，500 ppm群で6/8， 3，000 ppm群で3/8に認め
られた.

B 6C3F1雄 マウスにo � 12，500 ppm添加飼料を13週
投与した実験では， 12，500 ppm群の 1/10 の肝に好塩基
性病巣の発生を認めた以外 は， 腫蕩 性 変化を示す 所見を
認めなかった1，2)


